
ショパン 
幻想曲 ヘ短調 Op.49 
2つの夜想曲 Op.27

ポロネーズ第7番 変イ長調 Op.61《幻想》

フォーレ
夜想曲第6番 変ニ長調 Op.63
夜想曲第13番 ロ短調 Op.119
主題と変奏 嬰ハ短調 Op.73

レクイエム Op.48 より（ペヌティエ編）
　第4曲 ピエ・イェズ／第6曲 リベラ・メ

　第7曲 イン・パラディズム

Chopin
Fantaisie en fa mineur Op.49

2 Nocturnes Op.27
Polonaise No.7 en la bémol majeur Op.61 “Fantaisie”  

Fauré
Nocturne No.6 en ré bémol majeur Op.63

Nocturne No.13 en si mineur Op.119  
Thème et variations en ut dièse mineur Op.73

Extraits de Messe de Requiem Op.48 (arr. Pennetier)
No.4 Pie Jesu/ No.6 Libera me/ No.7 In paradisum

全席指定 6,000円／学生3,000円　
Friday 1 October 2021, 19:00 TOPPAN HALL

トッパンホール19:00開演

2021
金10 1

トッパンホール21周年 バースデーコンサート

piano
PENNETIER

ジャン=クロード・ ペヌティエ  
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発売：6月30日水［会員：6月26日土］



6 Ⅰ

トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。
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ここ数年、来日のたびに精力的に若い演奏家に音楽への取り組み方を伝えてきたペヌティエ。
指導者としての長年のキャリアに裏打ちされた鋭くもあたたかいレッスンは、多くのピアニストを虜にしてきました。

今回の来日でも、9月30日（木）に、トッパンホールでマスタークラスを開催します。
受講生や時間等の詳細は、決まり次第、WEBサイト等でご案内してまいります。乞うご期待！

公演前日マスタークラス、開催決定！

PENNETIERジャン=クロード・ ペヌティエ  

　20周年を迎えた昨年10月からのトッパンホールの2020/21シーズンは、コロナ禍の中、公演の多くが幻
のように消え去った。お客さまには残念な思いをさせてしまって胸が痛むが、アーティストの多くもこの事
態を悲しみ、トッパンのステージで皆さまと再会する日を心待ちにしてくれている。
　そんな中で迎える2021/22シーズン、開幕コンサートに出演してくれるといち早く申し出てくれたのが、
“知られざる巨匠”ジャン=クロード・ペヌティエ。昨年、公演中止となった20周年バースデーのプログラム
をベースに熟考した結果、ショパンとフォーレのプログラムを提案してくれた。
　
　2019年11月の前回リサイタルでは、かねてから弾きたがっていたショパンで、我々日本人の持つショパ
ンのイメージや概念を覆し、その深奥に潜む新たな美しさを引き出し、伝えてくれた。それは、日ごろ日本
で弾かれ、日本人が抱いてしまっているショパン像が、この作曲家のほんの一面の真実でしかなかったのだ
ということに気づかせてくれる貴重なものだった。今回は、「ファンタジー」をキーワードに2年越しで選
び抜かれたプログラム。そこには、ぜひとも伝えたかった巨匠の思いが集約されているに違いない。
　後半は、現代最高のフォーレ弾き、ペヌティエの真骨頂ともいうべき内容が凝縮されている。自家薬籠中
のものとする夜想曲2曲と《主題と変奏》が選ばれ、それに加えて、昨年大きな話題となったペヌティエ自
身の編曲による《レクイエム》。残念ながら全曲演奏から選曲に変更されたが、よく知られた名曲がペヌ
ティエのピアノでどのような姿となって表れるのか。興味は尽きない。
 　
　演奏という行為が、ともすれば芸術性よりもスター性や商品価値に重きが置かれるようになりがちな現代
にあって、「音楽とは何なのか」、「音楽で何ができるのか」を、誰よりも強く感じ、考え、伝えたいと願っ
ているジャン=クロード・ペヌティエ。その演奏を耳にする貴重な機会を逃してはならない。

プログラミング・ディレクター　西巻 正史


